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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　射出成形金型用の通路加熱形ノズル（１）であって、通路加熱形ノズルのノズル本体（
２）は溶融物のための通路孔（４）を有しており、該通路孔は一方の端部に流出開口（５
）を備えかつ他方の端部に、側方に配置された流入開口（６）を備えており、前記通路孔
内に閉鎖ニードル（３）を配置してあり、該閉鎖ニードルは通路孔の流出開口（５）から
の溶融物流出を遮断するようになっている形式のものにおいて、閉鎖ニードル（３）は、
通路孔（４）内に挿入されたニードル案内スリーブ（７）を通って延びており、該ニード
ル案内スリーブ（７）は、前記通路孔（４）内の、溶融物のための空間を画定するために
、該ニードル案内スリーブ（７）の表面に凹設部（９）を備えており、該凹設部は前記通
路孔（４）の壁面と一緒に通路を形成しており、前記凹設部（９）の横断面は、前記ニー
ドル案内スリーブ（７）の、前記流入開口（６）と逆の側で、該流入開口（６）に向いた
側でよりも大きくなっていることを特徴とする、射出成形金型用の通路加熱形ノズル。
【請求項２】
　ニードル案内スリーブ（７）の表面の凹設部（９）は、流入開口（６）の領域では該流
入開口（６）に向いた側にのみ形成されている請求項１に記載の通路加熱形ノズル。
【請求項３】
　ニードル案内スリーブ（７）の表面の凹設部（９）は通路孔（４）の流出開口（５）に
向かって延びている請求項１又は２に記載の通路加熱形ノズル。
【請求項４】
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　ニードル案内スリーブ（７）は通路孔（４）の、流入開口（６）と逆の側の領域（８）
をふさいでいる請求項１から３のいずれか１項に記載の通路加熱形ノズル。
【請求項５】
　凹設部（９）はニードル案内スリーブ（７）の周囲をねじ状に延びている請求項１に記
載の通路加熱形ノズル。
【請求項６】
　少なくとも２つの凹設部（９ａ，９ｂ）を設けてあり、該凹設部のうちの一方の凹設部
は一条の左ねじのねじ溝の形で形成され、かつ他方の凹設部は右ねじのねじ溝の形で形成
されている請求項５に記載の通路加熱形ノズル。
【請求項７】
　互いに平行に延びる複数の凹設部（９）を設けてある請求項５又は６に記載の通路加熱
形ノズル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、射出成形金型用の通路加熱形ノズルであって、該通路加熱形ノズルのノズル
本体は溶融物のための通路孔を有しており、該通路孔は一方の端部に流出開口を備えかつ
他方の端部に、側方に配置された流入開口を備えており、前記通路孔内に閉鎖ニードルを
配置してあり、該閉鎖ニードルは通路孔の流出開口からの溶融物流出を遮断するようにな
っている形式のものに関する。
【背景技術】
【０００２】
　前記形式の通路加熱形ノズルは、例えばドイツ連邦共和国特許第１９９５０２７３Ｃ１
号明細書により公知である。一般的に射出成形金型に組み付けられる公知の通路加熱形ノ
ズルにおいては、プラスチック溶融物は、射出成形装置内に配置された管路を用いて、側
方に配置された流入開口を介して通路孔内に導かれる。通路孔内を溶融物は流出開口（ノ
ズル開口）へ流れる。閉鎖ニードルが流出開口を開放すると、溶融物（溶融材料）は、流
出開口に接続された金型内に流入させられる。閉鎖ニードルによって流出開口を閉鎖する
と、溶融物は通路孔内にせき止められる。閉鎖ニードルによって流出開口を閉鎖する代わ
りに、射出成形装置金型に配置された接続開口を閉鎖ニードルによって閉鎖することも可
能であり、この場合には流出開口は閉鎖ニードルの案内として役立つようになっている。
【０００３】
　射出成形品の高い品質を達成するために、溶融物が均質な粘性を有していることは重要
である。流入開口での均質な粘性は、通路孔内に配置された閉鎖ニードルによってそこな
われている。溶融物を側方から通路孔内へ流入させるようになっており、溶融物は閉鎖ニ
ードルにぶつかり、この場合に溶融物流は２つの部分流に分割される。両方の部分流は閉
鎖ニードルの、流入開口とは逆の側、即ち後ろ側で再び互いにぶつかり合うものの、それ
ぞれ流れすじを形成し、即ち相互に混合されることなく、互いに平行に流れてしまうこと
になる。このような状態は極めて不都合であり、それというのは流れすじは射出成形品に
フローマークとして現れて、射出成形品を不良品としてしまうからである。さらに公知の
通路加熱形ノズルにおいては、溶融物が閉鎖ニードルの、流入開口とは離れた領域で部分
的に停滞若しくは沈積し、該停滞若しくは沈積していた部分が後で溶融物流によって再び
捕らえられて連行されてしまうというおそれもある。このような部分的な沈積によって溶
融物の均質性は著しくそこなわれる。
【０００４】
　国際公開０１／３４３６５Ａ１号明細書には、射出成形装置用の混合装置を開示してあ
り、該混合装置はプラスチック溶融物のための１つの通路孔（全体流通路）を有しており
、通路孔は一方の端面側に配置された流入開口及び他方の端面側に配置された流出開口を
備えている。通路孔内にロッド状若しくは丸棒状の閉鎖部材を配置してあり、閉鎖部材は
流出開口を閉鎖するようになっている。
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【０００５】
　閉鎖部材はスリーブ内を通って延びており、スリーブ（ブッシュ）は外周壁で以て通路
孔の内周壁に密に接触している。スリーブの内周壁には、スリーブの全長にわたってスパ
イラル状に延びる凹設部を設けてあり、該凹設部は通路孔の壁と一緒に通路を形成してい
る。スパイラル状の凹設部の、スリーブの軸線方向で互いに隣接するリード区分間に設け
られたリブ部（条片状の隆起部若しくはウエブ）は、スリーブの流入開口と逆の側の端部
でスリーブの一周（一巻き）にわたって閉鎖部材に密に接触している。この場合に溶融物
は、凹設部によってのみ形成された通路並びに閉鎖部材を用いて閉じられた通路を経て流
出開口に達する。リブ部と閉鎖部材との間には流出開口に向かって次第に増大する間隙を
生ぜしめてあり、従って溶融物は該間隙をも通って軸線方向に流出開口に向かって流過す
る。これによって溶融物の十分な混合を達成しようとするものである。このような混合手
段は、側方に配置された流入開口を備える形式の射出ノズルにおける問題を解決できるも
のではない。
【特許文献１】ドイツ連邦共和国特許第１９９５０２７３Ｃ１号明細書
【特許文献２】国際公開０１／３４３６５Ａ１号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の課題は、冒頭に述べた形式の通路加熱式ノズルを改善して、溶融物を極めて均
一な粘性で射出できるようにすることである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を解決するために本発明に基づく構成では、閉鎖ニードルは、通路孔内に挿入
されたニードル案内スリーブを通って延びており、該ニードル案内スリーブは、前記通路
孔内の、溶融物のための空間を画定するために、該ニードル案内スリーブの表面に凹設部
を備えており、該凹設部は前記通路孔の壁面と一緒に通路を形成しており、前記凹設部の
横断面は、前記ニードル案内スリーブの、流入開口と逆の側で、該流入開口に向いた側で
よりも大きくなっている。
【０００８】
　本発明に基づく前記構成によって、溶融物が通路孔の、流入開口から遠く離れた領域若
しくは流入開口と相対する領域へ流れることを確実に避けることができるようになってい
る。その結果、通路孔の前記領域での溶融物の沈積を避けることができ、溶融物の沈積物
と新たに供給された溶融物とが混ざり合うようなことは避けられる。これによって溶融物
の極めて均一な粘性を保証することができる。
【０００９】
　特に有利な実施態様では、ニードル案内スリーブの、通路孔（全体流通路）に対する画
定は、通路孔の、流入開口と直径方向で相対する側の領域内への溶融物流れを防止するよ
うに形成されている。通路孔の、流入開口と直径方向で相対する側の領域内では、溶融物
は通路孔内に沈積してしまうおそれや、流れすじを生ぜしめるおそれが大きい。ニードル
案内スリーブの、通路孔に対する画定、即ち通路孔を制限する部分は、通路孔の、流出開
口側から見て流入開口の向こう側にある部分内への溶融物の流入若しくは侵入も阻止する
ように形成されていてよい。それというのは、通路孔の、流出開口側から見て流入開口の
向こう側若しくは上側にある部分は、溶融物の沈積のおそれが大きいからである。
【００１０】
　特に有利には、通路孔に対する画定部は通路孔の流出開口（ノズル開口）に向かって拡
張されている。通路孔に対する拡張された画定部によって、溶融物流の流頭若しくはフロ
ー・フロント（流れの先端面）を閉鎖ニードルの全周に沿って一様に、でこぼこのないよ
うに流出開口へ向けて流動させることができる。このことは、流れすじの発生を避けるた
めに特に効果的である。
【００１１】
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　本発明の別の実施態様では、ニードル案内スリーブは少なくとも通路孔の、流入開口と
逆の側の領域を満たして、即ちふさいでいる。これによって、流入開口の周りでの空間の
画定を簡単かつ経済的に達成している。ニードル案内スリーブによって通路孔をふさいで
いる領域内へは、溶融物は流入させられないようになっている。
【００１２】
　本発明の有利な実施態様では、ニードル案内スリーブは表面に複数の凹設部を備えてお
り、該凹設部は通路孔の壁面と一緒に溶融物のための通路（流路）を形成している。凹設
部若しくは通路は、通路孔内を流れる溶融物の流れ経過を規定している。ニードル案内ス
リーブに凹設部を設けてない箇所で、ニードル案内スリーブは通路孔を完全にふさいでお
り、即ち、流入開口の周りでの通路孔の空間の画定は、ニードル案内スリーブの所定の領
域に凹設部を設けないことによって達成されている。
【００１３】
　本発明の特に有利な実施態様では、凹設部はニードル案内スリーブの周囲をねじ状（螺
線状若しくは弦巻線状）に延びている。この場合さらに有利には、少なくとも２つの凹設
部を設けてあり、該凹設部は一条の左ねじ（左巻き）若しくは右ねじ（右巻き）のねじ溝
として形成されている。この場合に１つの実施態様では、一方の通路はニードル案内スリ
ーブを左巻きで完全に一周して取り巻いており、かつ他方の通路はニードル案内スリーブ
を右巻きで完全に一周して取り巻いており、この場合に該両方の通路はニードル案内スリ
ーブの、流入開口と相対する側で互いに交差している。通路の交差によって混合作用は増
大され、その結果、溶融物流の均質性を増大させることができる。
【００１４】
　溶融物流の混合作用は、互いに平行に延びる複数の凹設部をニードル案内スリーブに設
けることによって著しく高められる。この場合に有利には、互いに平行に延びる凹設部若
しくは相応の通路はそれぞれ、ねじ状に左巻き若しくは右巻きに延びている凹設部若しく
は相応の通路又は溝から出発している。互いに平行に延びる複数の凹設部によって複数の
交差点若しくは交差箇所を生ぜしめてあり、これによって溶融物の混合作用並びに均質性
はさらに高められ、その結果、流れすじの発生をほぼ完全に避けることができる。凹設部
からなる通路は、ニードル案内スリーブの部分領域の輪郭若しくは画定線に隣接するねじ
状（螺線状）に延びる凹設部に対して平行に配置された同じくねじ状に延びる互いに平行
な複数の凹設部と、ニードル案内スリーブの部分領域の輪郭に隣接するねじ状に延びる凹
設部から軸線方向に流出開口へ向かって延びた互いに平行な複数の凹設部との組み合わせ
によって形成されていてよい。
【００１５】
　本発明の極めて有利な実施態様では、凹設部の横断面は、流入開口からの隔たりの距離
（離間距離）の増大に伴って拡大されている。これによって通路孔の、流入開口と相対す
る領域は、通路孔の、流入開口に向いた領域とほぼ同じ大きさの質量流れで流過される。
即ち溶融物流は、通路孔の、流入開口と相対する領域でも通路孔の、流入開口に向いた領
域でも互いにほぼ同じ流量で流れるようになっている。通路孔の、流入開口から遠く離れ
た領域へ通じる長い流路は、該流路のための凹設部の横断面の増大によって流量を補償さ
れる。このような補償によって溶融物の均質性も増大され、かつ溶融物の一様な流頭を達
成している。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　図１及び図２に示してあるように、通路加熱形ノズル１のノズル本体２は、溶融物のた
めの１つの通路孔４によって貫通されている。通路孔４は一方の端部に流入開口６を有し
ており、ノズル本体２に設けられた供給通路６ａを介して供給されたプラスチック溶融物
は、前記流入開口から通路孔４内へ導かれる。通路孔４は他方の端部にノズル状の流出開
口５を有している。ノズル状の流出開口５並びに射出成形金型（図示省略）の接続開口は
、閉鎖ニードル３によって閉鎖可能であり、閉鎖ニードルは通路孔４内を軸線方向に延び
ている。
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【００１７】
　通路孔４の、流出開口（ノズル開口）５と逆の側の端部で通路孔４内にニードル案内ス
リーブ７を配置してあり、前記閉鎖ニードル３は該ニードル案内スリーブ７を貫通してい
て、該ニードル案内スリーブ内を軸線方向運動可能にかつ密に配置されている。ニードル
案内スリーブ７は通路４を、流出開口５と逆の側の端部で密に閉鎖している。
【００１８】
　ニードル案内スリーブ７は、流出開口５と逆の側の端部若しくは相対する側の部分領域
８で通路孔４を完全にふさいでいる。即ち、ニードル案内スリーブ７の直径は部分領域８
で通路孔４の直径に相当している。
【００１９】
　図１に示してあるように、部分領域８は部分的に流入開口６まで達している。これによ
って、通路孔４の空間は流入開口６の周りで画定されている。即ち、通路孔４の燃料供給
に有効な空間は流入開口６の周りでニードル案内スリーブ７の部分領域８によって画成さ
れている。
【００２０】
　特に図３乃至図６に示してあるように、ニードル案内スリーブ７は部分領域８以外の表
面に複数の凹設部（くぼみ）９を有している。凹設部９は、通路孔４並びにノズル本体２
と一緒に、画定された複数の通路を形成している。これによって、溶融物は通路の経路に
沿って案内される。
【００２１】
　部分領域８は、一条の左ねじ並びに右ねじのそれぞれ半巻き（半周）の経過に相当する
輪郭を有している。部分領域８の輪郭（画定部）に隣接して２つの凹設部９ａ，９ｂを設
けてあり、該凹設部若しくは該凹設部によって形成された通路は、それぞれ一条の右ねじ
若しくは左ねじのリードに相当するリードを有していて、従ってそれぞれ半周にわたって
延びてそこで互いに交差している。即ち、凹設部９ａ，９ｂによって形成（画成）された
通路は、部分領域８の最も深い箇所で互いに交差している。図４から見て取れるように、
凹設部９ａ，９ｂによって形成された両方の通路は、ニードル案内スリーブ７の周囲を完
全に、即ち一周にわたって取り巻いて延びていて、かつ互いに交差し、即ち再び相互に接
続されている。
【００２２】
　一条の左ねじ溝若しくは右ねじ溝のように形成された凹設部９ａ，９ｂに対して平行に
、互いに平行に延びる複数の凹設部９を設けてある。軸線方向にかつ互いに平行に延びる
複数の凹設部９を設けてよく、該凹設部によって形成された通路は、すべて凹設部９ａ，
９ｂから出発している。即ち該通路は、ニードル案内スリーブの部分領域の輪郭に沿って
延びる凹設部（通路）９ａ，９ｂに接続している。互いに平行に延びる複数の凹設部９に
よって複数の交差点若しくは交差箇所を生ぜしめてあり、これによって溶融物の十分な混
合を達成することができる。
【００２３】
　特に図２から見て取れるように、凹設部９ｃの深さはニードル案内スリーブ７の、流入
開口６と相対する側で、流入開口６に向いた側でよりも大きくなっている。その結果、通
路４の、流入開口６と逆の側の領域でも溶融物は、流入開口６に向いた側の領域とほぼ同
じ量で流出開口５へ向けて流される。これによって、凹設部９若しくは通路から流れ出し
かつ通路孔４内へ流れ込む溶融物は、一様な流れ先端面を有している。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明に基づく通路加熱形ノズルの部分破断図
【図２】図１に示す通路加熱形ノズルの縦断面図
【図３】本発明に基づく通路加熱形ノズルのニードル案内スリーブの斜視図
【図４】図３のニードル案内スリーブの正面図
【図５】図３のニードル案内スリーブの側面図
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【図６】図３のニードル案内スリーブの背面図
【符号の説明】
【００２５】
　１　通路加熱形ノズル、　２　ノズル本体、　３　閉鎖ニードル、　４　通路孔、　５
　流出開口、　６　流入開口、　６ａ　供給通路、　７　ニードル案内スリーブ、８　部
分領域、　９，９ａ，９ｂ　凹設部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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